
 
 

第８５回 埼玉県駅伝競走大会 

 

【出場結果】 

実施日 ： ２月４日（日）  

コース ： さいたま新都心駅前～熊谷スポーツ公園陸上競技場 

総距離 ： ６区間 ４２．１９５ｋｍ チーム成績：２時間１２分１６秒 2／19 位 

出場者・リザルト ： １区 小原 大輔  3/19 位  ２０分３５秒 

           ２区 佐野 雅治  3/19 位   ９分２８秒 

           ３区 渡辺 瑠偉  3/19 位  ３６分４６秒 

           ４区 松谷 公靖  6/19 位  １２分４３秒 

           ５区 土屋 天地  1/19 位  ３３分４４秒 

           ６区 松本 流星  5/19 位  １９分００秒 

 

【レポート】 

 今週も降雪となり、開催が危ぶまれましたが、当日は天候に恵まれ、絶好の駅伝日和 

の中、ﾚｰｽがｽﾀｰﾄしました。 

 先週の奥むさし駅伝ではﾐｽが重なった結果、入賞を逃してしまいましたが、今回の 

駅伝では、ﾁｰﾑ全員一人ひとりが自身の役割に徹し、最後まで諦めず襷をｺﾞｰﾙまで 

運ぶ事を課題として戦いました。 

 今回はｽﾀｰﾄから出遅れが許されないﾚｰｽのため、1 区(小原)、3 区(渡辺)、5 区(土屋) 

と、主要区間には奥むさし駅伝でも好成績を残した選手を配置して臨みました。 

 

 



 
 

まず、1 区を任された小原は 3km 過ぎまで先頭集団に食らい付くものの、中盤以降、 

先頭集団がﾍﾟｰｽｱｯﾌﾟすると、集団から離れてしまい苦しい走りとなりましたが、後ろ 

の集団には追い上げを許さず、先頭とは 30 秒差で 2 区の佐野へ。 

 

  

 

 2 区の佐野は故障からの復帰明けで本調子ではありませんが、気迫ある走りで区間賞 

には 1 秒及ばないものの、先頭との差はほぼ変わらない好走をみせ 3 区渡辺へ。 

 

 



 
 

 3 区の渡辺は 2 人の外国人選手が走る最長のｴｰｽ区間を、奥むさし駅伝の区間賞の 

走りの勢いそのままに、2km 手前で後ろから追い上げてきた武蔵野学院大の外国人選手 

と並走し、ﾗｽﾄｽﾊﾟｰﾄでは逆にその選手を引き離す快走で 4 区松谷へ。 

 

 4 区の松谷は短い区間という事もあり、序盤から勢いよく飛び出したものの、中盤 

以降の伸びに欠け、先頭との差を逆に広げられる苦しい走りで 5 区土屋へ。 

 

  

 

 5 区の土屋も後半の準ｴｰｽ区間で終盤まで安定感のあるﾚｰｽを進めて先頭ﾁｰﾑとの 

差を一気に詰めましたが、残り 2km で腹痛のｱｸｼﾃﾞﾝﾄに襲われ失速、大きくﾍﾟｰｽを 

落としたものの、結果的に見事区間賞の走りでｱﾝｶｰ松本へ。 

 

 ｱﾝｶｰ松本は、奥むさし駅伝 1 区の名誉挽回とﾘﾍﾞﾝｼﾞを誓い、独走する先頭ﾁｰﾑを 

追いますが、終盤は伸びを欠き、更に先頭に差を広げられ、何とか 2 位を死守する走り 

で、今年のﾚｰｽを終えました。 

 

 

 

 



 
 

【総 括】 

 今回、優勝には手が届きませんでしたが、選手達の最後まで諦めない走りが実を結び、 

今後につながる形で今年度最終ﾚｰｽを終えることが出来ました。 

 これもひとえにご声援を頂きました多くの皆様のお蔭と確信しております。 

 

 ﾁｰﾑとしましては、本年度最後の駅伝となりましたが、次年度には今回走れなかった 

故障者の復活に期待し、選手全員がﾗｲﾊﾞﾙとなって、走る区間を争う様な最善のﾁｰﾑ 

状態で更に飛躍した結果を残せるよう活動に邁進して参ります。 

 

 最後になりますが、今大会も早朝から沿道に駆け付けてご声援を頂きました鈴木社長、 

堀口工場長、田中取締役をはじめとする役員の皆様、会社関係者の皆様、本大会の役員 

としてご尽力いただいた会社関係者の皆様に、あらためましてﾁｰﾑ一同、御礼申し上げ 

ます。 

 

 今後も一丸となって精一杯活動して参りますので、引続きﾁｰﾑに対する温かいご声援 

を賜りますよう宜しくお願い致します。有難う御座いました。 

 

 

 

 

以  上 


